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新刊紹介

　地形を克服し、物流・移動を確保して国
土の骨格を造り上げる橋とトンネル。海を
渡る橋から街中の小さな橋、継続換気方式
を用い「風穴を開けた」長大トンネルから
歩行用の小さなトンネル。無数にあるそれ
らは一見、無骨で味気なく見えるが視線を
向けてみれば個性がそこここに散りばめら
れ、そこに造られた必然性や個々の事情も
見えてくる。
　本書は、そんな橋とトンネルがターゲッ
トだ。橋については構造的分類を紹介した
後、更に簡単な力学的仕組みを説明してい
る。トンネルについては、トンネルを造る
地山（不連続面と空隙などを含むトンネル
周辺の地盤の総称）の性質が、鉄や木、コ
ンクリートに比べて複雑でバラツキが大き
く、構造や力学的説明が難しいため、構造
ではなく「工法」によって分類して紹介し
ている。
　構成は、読者に橋やトンネルに興味をも
ってもらえるよう、橋やトンネルにまつわ
る話題を見開きでまとめている。

　Part1では橋の発展の歴史や用途、種類、
工法をはじめ世界や日本の珍しい橋や産業
の発展と強く関わっていることを紹介。
Part2では、「ダムカードに続け！　埼玉県
が独自に発行をはじめた『橋カード』」、「子
どもも楽しめる橋、子どもにこそ渡ってほ
しい橋」など奥深い橋の魅力を伝えようと
努めている。Part3からトンネルに移り、世
界と日本のトンネル史から始まり、工法や、
長くなればなるほど入口と出口の標高が違
う理由などトンネルへの関心が高まるよう
に構成し、トンネルの魅力を取りまとめた
Part4へいざなおうとしている。
　このように、橋とトンネルを一緒に紹介
している本はなかなか見たことがないよう
な気がする。監修の三浦氏と編著者のチー
ムは、読者に橋とトンネルの魅力を余すこ
となく伝えようと渾身を込めて取りまとめ
ている。
　一度、手に取って目を通してみてはいか
がだろうか。
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びっくり！ すごい！ 美しい！
「橋」と「トンネル」
に秘められた
日本のドボク


